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３．法学部夜間主コースにおける教養・専門教育科目履修時の留意事項 

 
 
 １）法学部夜間主コースにおける法学・政治学教
育の理念 
 法学部夜間主コースにおける教育は，社会生活を
営み職業人として活動する上で必要な視野の広さと
法学・政治学的素養を身につけることを目的として
います。そして，そうした基本的な目的を前提とし
た上で，各自がもっている勉学目的や社会生活・職
業生活の中で直面する課題への対処に適合した教育
を行うこととしています。 
 
 ２）教養教育科目の履修方法 
 教養教育科目については，以下の事項に留意して
履修してください。履修計画を立てる時は，『学生
便覧』，『教養教育科目履修の手引』，『法学部・
経済学部夜間主コース・シラバス』及び『授業時間
割』を必ず参照してください。 
 また，昼間開講の教養教育科目については，『教
養教育科目履修の手引・授業時間表』と『教養教育
科目シラバス』を参照してください。 
 
（１）教養教育科目は，４年間のうちに履修するこ
ととされていますが，主に第１・２年次において確
実に修得することが奨励されます。 
（２）必修科目の法政基礎演習（１単位）及び全学
ガイダンス（１単位）は，第１年次に履修してくだ
さい。 
（３）経済社会のグローバル化が一層進展する中で，
法律専門職などどのような職業に就く場合でも，外
国語の能力，特に国際コミュニケーションにおいて
広く使用される英語の能力が求められます。このた
め，外国語は１２～１６単位履修し，そのうち英語
を８単位以上履修することが奨励されます。「英語
（ネイティブ）」は，英語コミュニケーション能力
を身に付けるものです。必修科目ではありませんが，
全員の履修が望まれます。 
 また，外国語の外部検定試験で一定の成績を修め
ると，外国語の単位として認定されます（『学生便
覧』２５ページ「外部検定試験の学修成果に係る単
位認定について（申合せ）」参照）。特に英語の検定
試験は，就職試験，法科大学院入学試験等でも考慮
される場合が多くなっているので，受験が奨励され
ます。 
（４）第１年次においては，法政基礎演習（１単位），
全学ガイダンス（１単位），英語２科目を含む外国
語（８単位）に加えて，前後期合わせて４科目（８
単位）程度の科目を履修することが望まれます。こ
の場合，第１年次の教養教育科目は１８単位の修得
が可能となります。 
（５）第２年次においては，英語２科目を含む外国
語（４～８単位）に加えて，卒業資格単位数（教養
教育科目計３２単位）を満たすよう，科目を履修す
ることが望まれます。また、第３年次において、必
修の高年次教養科目（１単位）を履修してください。 
（６）昼間開講の教養教育科目は，１０単位まで卒

業資格単位とすることができます。 
ただし，昼間開講の教養教育科目のうち次の科目

は履修できません。 
 ①法学部の昼間コース学生が履修できない科目 
 ②導入教育科目（ガイダンス） 
 ③汎用的技能と健康科目 

情報処理入門（情報機器の操作を含む） 
 ④英語コミュニケーション１－１～５－２，ドイ

ツ語，フランス語，中国語 
 その他，既修得単位科目の履修制限などがありま
すので，『学生便覧』９ページ「５．履修登録につ
いて」の注意事項をよく確認してください。 
 
 ３）専門教育科目の履修方法 
 専門教育科目については，以下の事項に留意して
履修してください。その際，『学生便覧』，『法学
部夜間主コース・シラバス』と『授業時間割』を必
ず参照してください。 

 

 専門教育科目については，法学部昼間コースに開

設する専門科目（演習を除く。）及び経済学部昼間

コースに開設する専門科目（演習を除く。）を３０

単位まで（うち経済学部の科目は１０単位まで）卒

業資格単位とすることができます。昼間のみ開講さ

れる科目もあるので，時間的に可能な場合は履修し

てください。また、経済学部夜間主コース開設の専

門科目（演習を除く）も、２０単位まで卒業資格単

位とすることができます。 

 履修できる単位数の上限は，夜間主コースにはあ

りませんが，１年間に履修する単位数は４４単位を

超えない範囲にして，各科目の予習・復習を十分行

うようにしてください。 

（１）夜間に開講される第１年次配当の専門教育科

目については，法学部生は共通に履修することが望

まれます。これらの科目は，進路に関わりなく法学

部生として最低限知っておくべき，憲法，民法，政

治学等の分野から開講されます。 

（２）第２年次演習（演習Ⅰａ，演習Ⅰｂ）（２単

位）は，必修ではありません。 

（３）第３・４年次演習（演習Ⅱ）（２単位）は，

第２年次に修得した演習Ⅰａ，演習Ⅰｂと同分野の

科目を履修する必要はありません。また，演習Ⅱは

必修ではありません。 

（４）第４年次においては，卒業資格単位数（専門

教育科目９２単位）を確実に満たすように履修して

ください。 

（５）開講科目の中から，どの科目を優先的に，ま
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た，どのような順番で履修すべきかについては，本

テキストに掲載されている「履修モデル」及び「専

門分野の学び方」を参考にしながら決定してくださ

い。アドバイスが欲しい場合は，演習の先生などに

相談してください。 

（６）専門教育科目には，隔年開講科目があります

（本テキストに掲載されている「履修モデル」参照）。

通常，それらは，ある年度に開講されると翌年度に

開講されないこともあるので，そのことを念頭にお

いて履修計画を立ててください。 


